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にとどまる限り都市交通の病根

は深まる一方でしかないという

基本的な分析にもとづいて都市

交通全体の中での政策とビジョ

ンの確立を試みている。　とくに

６大都市および主要地方都市の

公営交通の豊富な経営資料をふ

まえての論証はかなりの説得力

をもつものである。

本書には「国家独占資本主義段

階のもつ限界を認めてもなお，

過渡的な打開のへの方法として

国家による交通の一元的経営さ

えも検討することを辞さないと

いうような都市交通の危機に対

する切実な姿勢が一貫してい

る。主張の中心は，高速鉄適を

主とする大量輸送交通の調整，

都市交通の実態に即した広域的

規模での経営の一元化である。

すなわち，国家的機関の性格を

もつ首都交通庁，京阪神交通庁

等の設置を目標とする。この都

市圏交通庁は都市交通の政策主

体であるとともに行政および現

業機関であり，交通警察の権限

をも包含するものである。しか

し，公共交通の一元化も理論と

して唱えるのではなく，本書は

一元化へのプロセスを段階的に

進めるための現実的な方策を提

案している。　これらの主張は

　「資本主義政治の体制内におい

ても政党が真の意味の大衆的立

場にたって努力する限り，合理

主義の限界で現状は著しく改善

されうる」との認識に立つもの

であり，一日も早く安くて，安

全で，確実な公共性の発揮しう

る交通体系の確立のために，わ

れわれも各政党もこれらの提案

をただちに検討すべきであろ

う。＜Ｍ．Ｓ＞

あとがき

市民の安全と健康が確保される

ことは，都市としてのもっとも

基本的な条件の一つと言われて

います。横浜市が今回発表した

　「横浜国際港都建設中期計画

＜案＞」においても、今後の都

市づくりの方向として，まず「

市民をあらゆる危険から積極的

に防衛するために」という課題

をとりあげております。市民生

活をとりまくさまざまな危険に

たいし，私達は本能的に防衛し

ようとしていますが，この問題

は全体の体制との関係で歴史的

認識のもとに把えられなければ

ならないものと考えられます。

そして長期的視野に立った積極

的な対策が講じられなければな

らないでしょう。ここに特集し

た問題点は，もう一度「市民の

安全」という基本的な問題にた

ちかえって，安全という観点に

おいて各分野の行政がいかに位

置づけられるかを見出す上で貴

重なものといえましょう。ご執

筆下さった方々に厚くお礼申し

上げます。＜Ｎ＞

危機に立つ都市
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公営的一元経営への政策を提案

しばしば「革新政党や労働組合

に具体的な政策立案の意欲がな

い」という批判を聞く。しかし

本書は，このような批判に対し

て，労働組合こそが真に民主的

な産業政策を提起できる能力を

有するものであることをみごと

に立証したものである。本書は

都市交通労組が昭和34年，長期

政策審議会を設けて追求してき

た政策闘争の経緯と経験の総括

のうえに，組合の組織と研究者

が協力しながらまとめた都市交

通政策論である。組合員の討議

資料としてのみではなく，広く

一般市民にとっても大きな示唆

を得ることができよう。

この本によれば，交通資本は産

業資本に対し追随的関係をもっ

ており，どこかでこの不利益な

諸条件を補おうとすれば，独占

＜市場および料金の＞と合理化

しかありえないとする。　しかし

このような方法だけでの再建論
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